
86年の歩み 

86 年の人生を、時系列に

まとめて発信します。 

 

小学生になるまでは、今は呉市

に編入されていますが、大崎下島

の大浜に住んでいました。ピカドン

にやられたという小母さんのところ

へ、牛乳を運んだ事や、人を見たら

「昭和 15 年 2 月 2 日生れ、乃美友

治郎です」と言って歩く、調子者だっ



たことや、学校へ兄の傘をも持って

行って、先生に褒められたことなど

を、覚えています。 

       2025・12・27 

前の原稿を書きましたら、急に記

憶がよみがえり、様々な事を思い

出しました。列挙します。 

父親と一緒に磯釣りに行ったので

すが、帰る時は満潮で海の中を歩

いた事。空襲があり、近所の人と高

台のお寺に避難したこと。婦人会と



称して、母親たちが竹槍の訓練をし

たこと。水陸両用車が砂浜に上陸し

たこと。兄の話だと 8 月 6 日には

「ピカッ」と光ったとのことですが、

私の記憶にはありません。 

           2026・1・1 

昭和 20 年 12 月、大浜から漁船に家

財道具を積んで、安芸津町三津を目

指しました。船は海面すれすれで、大

風が吹けば、転覆するのではないか 

と思わせるほど、危ない状況でした。 

それでも何とか目的地に到着。そこか

ら大八車に荷物を積んで、蚊無へ向か

いました。私は幼児なので何もしてい



ませんが、父母は大変だったでしょう。 

何故、蚊無かと言うと、父親が職業軍

人で敗戦とともに退役?していたので

すが、生活を維持するために、開拓団

に参加していました。その場所が蚊無

だったのです。ここから貧乏生活が始

まります。 

          2026・1・5 

昭和 20 年の春、小学生になりました。

担任は女性の先生でした。3 年生まで

お世話になりました。遠足の時「派手な

弁当」は持ってこない様にと注意され

たのですが、言った本人が巻きずしを

もってきていたのです。(お母さんが作

ったのでしょう)。それで、大変恐縮さ

れて、皆に食べて頂戴と言われまし

た。 



私はと言えば、相変わらず調子者

で、」よく言えば積極性を発揮していま

した。学芸会の演奏で「大太鼓をやり

たい」と言って困らせたりしていまし

た。ホームルームで皆で、菓子を持ち

寄りました。私のはなかなかの量でし

たが、分けて貰った物が少なかったの

で文句を言ったら、叱られました。 

         2026・1・11 


